
　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
け
る

進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
1
・
2
年
生
を

対
象
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
、
同
窓
会

の
当
番
学
年
を
中
心
に
講
師
を
推
薦
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
た
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
講
演
会
」
も
今
春
で
4
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。
講
師
が
主
に
卒
業
生
の
先
輩
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
好
評
で
あ
る
が
、
今
年

も
満
足
度
が
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
以
下
は
生
徒

の
感
想
文
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

・�

留
学
な
ど
で
、
外
国
に
い
く
こ
と
は
、
異
文
化
に
触
れ
る

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・�「
巡
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
に
挑
戦
し
て
み
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

っ
た
。

・�「
高
校
・
大
学
時
代
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
し
て
お
く
こ
と
が
社

会
に
出
て
か
ら
大
い
に
役
立
つ
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

⒁

大 学
北 海 道
東 北
筑 波
東 京
お茶の水女子
東京外国語
一 橋
横 浜 国 立
名 古 屋
京 都
大 阪
神 戸
岡 山
九 州

国公立大合計

21年
2
2
4
19
1
1
3
2
2
14
19
11
51
6

207

22年
2
2
3
18
0
3
1
3
2
16
26
12
58
9

237

大 学
慶 應 義 塾
上 智
中 央
国 際 基 督
青 山 学 院
東 京 女 子
東 京 理 科
明 治
早 稲 田
同 志 社
立 命 館
関 西
関 西 学 院
京 都 薬 科
ノートルダム清心女子
私立大合計

国公立大学 私 立 大 学
21年
23
4
14
1
7
2
22
15
52
53
47
12
18
3
27
423

22年
19
7
11
2
0
5
15
17
28
64
47
6
27
4
18
337

23年
2
1
3
19
2
2
4
3
1
18
23
8
57
10

235

23年
26
6
14
1
3
1
8
16
41
64
44
15
34
3
21
394
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
母
校

発
展
の
た
め
に
、
ご
支
援
を
賜
り

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
一
三
〇
周
年
を
機
に
刊
行

さ
れ
た
、『
岡
山
朝
日
高
等
学
校
の

生
い
立
ち
、
戦
前
篇
』
は
、
戦
前

の
沿
革
を
中
心
に
本
校
の
歴
史
を

初
め
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　

　

五
月
三
〇
日
、
木
口
省
吾
さ
ん

を
通
し
て
、
東
京
在
住
の
金
田
玲

子
さ
ん
（
昭
和
二
九
年
卒
）
か
ら
、

昭
和
二
八
年
の
運
動
会
と
同
年
の

文
化
祭
の
写
真
が
丁
寧
な
添
え
書

き
と
と
も
に
綴
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
校
の
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
は
朝

日
祭
で
あ
り
、
仮
装
行
列
で
す
。

こ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
後
す
べ
て
の
学
年
に
お

け
る
共
通
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
平
成
二
〇
年
度
に
資
料
館

特
別
展
と
し
て
「
岡
山
朝
日
高
等

学
校
運
動
会
史
―
汗
と
涙
の
仮
装

行
列
―
」
を
開
催
、
仮
装
行
列
に

心
血
を
注
い
だ
戦
後
六
〇
年
間
の

生
徒
た
ち
の
熱
き
思
い
を
紹
介
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
資
料
は

校
内
に
多
く
保
存
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
写

真
で
す
が
、
写
真
部
に
撮
影
さ
せ

て
い
た
た
め
、
撮
影
対
象
は
同
級

生
の
競
技
に
偏
る
一
方
、
自
ら
も

参
加
す
る
た
め
肝
腎
の
仮
装
行
列

は
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
写
真
は
枚

数
は
少
な
く
、
テ
ー
マ
ぐ
ら
い
は

わ
か
り
ま
す
が
、
内
容
ま
で
は
踏

み
込
め
ま
せ
ん
。
昭
和
五
〇
年
代

に
な
る
と
生
徒
会
が
各
ク
ラ
ス
の

テ
ー
マ
一
覧
を
作
成
し
て
い
ま
す

が
、
直
前
変
更
も
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
つ
ま
り
、
内
容
ま
で
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
部
始

終
を
ビ
デ
オ
で
撮
影
す
る
よ
う
に

な
っ
た
近
年
の
こ
と
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
の
写

真
と
添
え
書
き
は
各
ク
ラ
ス
の
仮

装
行
列
の
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
教
え

て
く
れ
ま
す
。
昭
和
二
八
年
度
に

は
「
朝
日
文
庫
第
一
回
配
本
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
仮
装
行
列
を
行
っ

た
ク
ラ
ス
が
あ
る
こ
と
は
、
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
写
真
か
ら
わ
か
っ
て

は
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
ア

ル
バ
ム
に
よ
っ
て
、
そ
の
ク
ラ
ス

と
は
三
年
Ｆ
組
で
あ
り
、『
狭
き

門
』
は
「
現
代
学
生
の
悲
劇
物

語
」、『
万
葉
集
』
は
「
原
始
生
活

の
生
活
の
実
態
」と
い
う
具
合
に
、

著
名
な
文
学
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を

捩
っ
た
仮
装
で
あ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
昭
和
二

〇
年
代
の
仮
装
行
列
の
あ
り
方
が

初
め
て
具
体
的
に
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
バ
ム
に
挟
ま
れ
て
い
た
昭

和
二
七
、
二
八
年
度
の
運
動
会
と

文
化
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
貴
重

な
資
料
で
す
。
昭
和
三
一
年
よ
り

も
前
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

校
内
の
資
料
は
戦
後
は
や
は
り
、

昭
和
二
〇
～
三
〇
年
代
の
も
の
が

少
な
く
、
学
校
の
沿
革
を
綴
る
上

で
障
碍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
些
細

な
資
料
で
も
多
く
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
校
史

に
係
わ
る
資
料
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

氏　　名 役職・卒業年度 演　　　題

片山　英二 弁護士
昭和44年卒

「理系の弁護士はどのようにして生ま
れたか？」

服部　輝彦
倉敷成人病センター
病院長
昭和45年卒

「大きく変わりつつある医学部卒業生
の就職戦線」

松田　篤志
慶應義塾大学大学院
准教授
昭和54年卒

「ものづくりに賭ける」～ミニプロジ
ェクトX　「双眼鏡に賭ける思い…天
皇家の愛した双眼鏡」

野田　弘子 公認会計士
昭和54年卒

「世界は広い～岡山で生まれ育った私
が外資系企業で学んだこと」

楢崎　義泰 PACTRee代表
平成11年卒

「朝日高校卒業後、30歳までの道のり
～楢崎義泰の場合～」

キ
ャ
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会

キ
ャ
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ア
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会

平
成
23
年
３
月
18
日
㈮


